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１ （ ）

                   
 

                            

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
に
よ

䣬
て
は
䣍
本
号
掲
載
の
各
行
事
の
取
り
や
め
䣍
変
更

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
䣎
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

１ 

感
染
防
止
の
た
め
に
お
願
い
し
た
い
こ
と 

小
笠
原
村
の
特
性
を
加
味
し
た
村
内
で
の
行
動
指

針
䣕
小
笠
原
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

行
動
指
針
䣖
を
目
安
に
日
々
の
生
活
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
䣎 

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
䣍
日
ご
ろ
か

ら
䣍
手
洗
い
䣍
ア
ル
コ
䤀
ル
消
毒
液
の
使
用
䣍
咳
エ

チ
ケ
䣹
ト
等
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
䣍
帰
島
後
䣍
竹
芝
乗
船
日
か
ら

２
週
間
は
䣍
健
康
状
況
に
気
を
つ
け
䣍
発
熱
や
カ
ゼ

症
状
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
人
と
の
接
触
を
避
け
䣍

速
や
か
に
医
療
機
関
に
相
談
す
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
䣎 

な
お
䣍
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
す
る
可
能
性
は
あ
り
䣍
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
方
か
ら
他
人
へ
の
感
染
を
ど
の
程
度

予
防
で
き
る
か
は
ま
だ
分
か
䣬
て
い
ま
せ
ん
䣎
こ
の

た
め
䣍
引
き
続
き
䣍
皆
さ
ま
に
感
染
予
防
対
策
を
継

続
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
䣍
お
が
さ
わ
ら
丸
乗
船

者
に
実
施
し
て
い
る
Ｐ
Ⅽ
Ｒ
検
査
も
必
ず
受
検
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

２ 

発
熱
等
の
症
状
が
生
じ
た
方
は
䣍
東
京
都
発
熱

相
談
セ
ン
タ
䤀
䥹
０
３―

５
３
２
０―

４
５
９
２

䣗
24
時
間
対
応
䣘䥺
／
島
し
䣯
保
健
所
小
笠
原
出
張

所
䥹
２―

２
９
５
１
䣗
平
日
䥹
日
中
䥺䣘䥺
も
し
く
は

診
療
所
䥹
父
島
䥽
２―

３
８
０
０
䣍
母
島
３―

２
１

１
５
䥺
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
䣎 

※
島
し
䣯
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
の
開
設
時
間
は
平

日
の
午
前
９
時
䦅
午
後
５
時
ま
で
で
す
䣎 

 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

    

●
対
象
と
な
る
世
帯 

令
和
３
年
12
月
10
日
時
点
に
お
い
て
小
笠
原
村

に
住
民
登
録
が
あ
り
䣍
世
帯
全
員
が
令
和
３
年
度
分

の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
で
す
䥹
１

世
帯
あ
た
り
10
万
円
䥺䣎 

䣗
※
ご
注
意
䣘 

世
帯
䧸
全
員
䧘
住
民
税
䧘
課
税
䧡
䨕
䧰
䧐
䨔
他
䧸

親
族
等
䧸
扶
養
䨛
受
䧝
䧰
䧐
䨔
場
合
䧹
対
象
外
䧱
す
䦽 

 

●
確
認
書
・
申
請
書
の
発
送
に
つ
い
て 

・
小
笠
原
村
で
は
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
世

帯
に
順
次
䣓
確
認
書
䣔
を
郵
送
し
て
い
ま
す
䣎 

確
認
書
が
届
い
た
ら
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
申

請
期
限
䥹
確
認
書
発
行
日
か
ら
概
ね
３
か
月
䥺
ま
で

に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
䣍
ま
た
は
窓
口
ま
で

お
届
け
く
だ
さ
い
䣎 

確
認
書
の
返
信
や
お
届
け
が
な
い
場
合
は
本
給
付

金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
䣎 

・
令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
に
小
笠
原
村
に
転
入
し

た
方
が
い
る
世
帯 

給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
の
申
請
が
必
要
で
䣍
こ

ち
ら
も
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
順
次
郵
送
し
て
お

り
ま
す
䣎
申
請
す
る
場
合
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
ご
申
請
く
だ
さ
い
䣎
申

請
期
限
は
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
䣎 

・
小
笠
原
村
か
ら
の
案
内
が
３
月
18
日
頃
ま
で
に

届
か
な
い
も
の
の
䣍
支
給
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
世
帯
の
方
は
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
家
計
急
変
世
帯
へ
の
給
付
金
に
つ
い
て 

申
請
時
に
お
い
て
䣍
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
が
あ

り
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
令
和
３
年
１
月
以
降
の
収
入
が
減
少
し
䣓
住
民
税

均
等
割
非
課
税
相
当
䣔
の
収
入
と
な
䣬
た
世
帯
へ
の

給
付
金
が
あ
り
ま
す
䣎
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
䣎 

申
請
期
間
は
䣍
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
で

す
䣎
詳
し
く
は
小
笠
原
村
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
に
３
月
中

旬
頃
に
案
内
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
村
民
だ
よ
り
４

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

    

テ
レ
ビ
放
送
設
備
保
守
点
検
作
業
等
の
た
め
䣍
次

の
日
時
䣍
テ
レ
ビ
放
送
を
断
続
的
に
中
断
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
䣎 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
䣍
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

䣗
日
時
䣘 

○
母
島 

 

３
月
１
日
䥹
火
䥺
午
前
０
時
䦅
午
前
５
時 

 

３
月
２
日
䥹
水
䥺
午
前
０
時
䦅
午
前
５
時 

※
進
捗
状
況
で
作
業
が
早
く
終
了
す
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係 

２―

３
１
１
１ 

      

小
笠
原
村
ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
利
用
で
䣍
異
動

な
ど
に
伴
い
転
出
さ
れ
る
方
は
䣍
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
な
ど
と
同
様
䣍
転
出
前
に
利
用
停
止
手
続
き
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係 

２―

３
１
１
１ 

 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て 

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
に
つ
い
て 

転
出
に
伴
う
小
笠
原
村
ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
利

用
の
停
止
手
続
き
に
つ
い
て 

テ
レ
ビ
放
送
の
中
断
に
つ
い
て 
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小
笠
原
村
で
は
䣍
健
康
増
進
法
第
８
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
䣍䣓
小
笠
原
村
健
康
増
進
計
画
䣔
を

策
定
し
ま
す
䣎
こ
の
た
び
同
計
画
䥹
素
案
䥺
を
公
表

し
䣍
こ
れ
に
対
す
る
パ
ブ
リ
䣹
ク
コ
メ
ン
ト
䥹
村
民

意
見
募
集
䥺
を
実
施
し
ま
す
䣎 

 

䣗
計
画
の
内
容
䣘 

小
笠
原
村
健
康
増
進
計
画
䪮食
育
推
進
計
画
䪯䪮素
案
䪯 

※
䩞
䩻
䩣
䩝
䩻
䨻
䧵
掲
載
䧣
䧰
䧐
䨈
す
䦽 

※
村
民
課
䦼
母
島
支
所
䧸
窓
口
䧱
䨌
閲
覧
䧱
䧙
䨈
す
䦽 

䣗
今
後
の
予
定
䣘 

 

令
和
４
年
３
月
末
を
目
途
に
成
案
を
策
定
・
公
表

し
ま
す
䣎 

䣗
意
見
提
出
の
方
法
䣘 

 

住
所
・
氏
名
を
記
載
し
䣍
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
よ
り
䣍
ご
提
出
く
だ
さ
い
䣎 

 

※
様
式
は
任
意 

䥹
１
䥺
持
参 村

民
課
住
民
係
又
は
母
島
支
所 

䥹
２
䥺
郵
送 〒

１
０
０―

２
１
０
１ 

小
笠
原
村
父
島
字
西
町 

 

小
笠
原
村
役
場
村
民
課
住
民
係 

䥹
３
䥺
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
９
９
８―

２―

３
２
２
３ 

䥹
４
䥺
Ｅ
メ
䤀
ル 

sonmin@vill.ogasawara.tokyo.jp 

䣗
意
見
提
出
の
期
間
䣘 

 
 
 

３
月
18
日
䥹
金
䥺
ま
で 

䣗
提
出
い
た
だ
い
た
意
見
の
取
り
扱
い
䣘 

 

○
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
䣍
小
笠
原
村
の

考
え
と
と
も
に
整
理
し
た
上
で
䣍
公
表
す
る

予
定
で
す
䣎
公
表
の
際
に
は
䣍
住
所
や
氏
名

の
個
人
に
関
す
る
情
報
は
公
表
せ
ず
䣍
ご
意

見
の
内
容
の
み
公
表
し
ま
す
䣎 

 

○
個
々
䧸
䧠
意
見
䧵
䦼
直
接
回
答
䧹
䧐
䧩
䧣
䨈
䧥
䨜

䧸
䧱
䦼
䧎
䨒
䧗
䧤
䨋
䧠
承
知
䧖
䧙
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 

２―

３
１
１
３ 

     
 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
保
護
者
の
お
子

さ
ん
が
本
土
の
学
校
等
に
通
う
学
生
及
び
生
徒
で
䣍

一
時
帰
省
の
た
め
に
䣓
お
が
さ
わ
ら
丸
䣔
を
利
用
す

る
場
合
は
䣍
船
賃
が
35
％
割
引
に
な
る
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
䣎 

 
こ
の
制
度
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
䣍

䣓
お
が
さ
わ
ら
丸
䣔
の
乗
船
券
購
入
前
に
䣓
学
生
証

の
コ
ピ
䤀
䣔
ま
た
は
䣓
在
学
証
明
書
䣔
を
ご
持
参
の

う
え
䣍
保
護
者
の
方
が
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島

支
所
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

                

    

交
通
災
害
共
済䧂
䧫
䨐
䧟
䧭
䧲
共
済
䧃䧹
䦼
東
京
都
䧸

全
市
町
村
䧸
住
民
䧘
会
費
䨛
出
䧣
合
䧐
䦼
交
通
事
故

䧵
䧎
䧭
䧩
時
䦼
見
舞
金
䨛
受
䧝
䨒
䨕
䨔
助
䧝
合
䧐
䧸
制

度
䧱
す
䦽 

小
笠
原
村
䧵
住
民
登
録
䨛
䧣
䧰
䧐
䨔
方
䧴
䨒
䧳
䧴

䧩
䧱
䨌
加
入
䧱
䧙
䨈
す
䦽 

各
䧠
家
庭
䧵
配
布
䧣
䨈
す
䩔
䩶
䩘
䩯
䩆
䩋
䩺加
入
申

込
書
䧵
䧰
䧖
申
䧣
込
䧐
䧩
䧪
䧝
䨔
䧲
䧲
䨌
䧵
䦼
䨧
䩶
䩂

䩻
䩐
䩆
䩋
䧱
䧸
䧖
申
䧣
込
䨉
䨌
可
能
䧱
す
䧸
䧱
䦼
䧦
䧼

䧠
利
用
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

䣗
Ａ
コ
䤀
ス
䣘
年
会
費
１
䥻
０
０
０
円 

最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

䣗
Ｂ
コ
䤀
ス
䣘
年
会
費
５
０
０
円 

最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

䣗
そ
の
他
䣘 

ど
ち
ら
の
コ
䤀
ス
も
䣍
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

の
い
る
会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
時
に
は
䣍
年

額
12
万
円
の
交
通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
䣎 

詳
䧣
䧐
内
容
䧵
䧮
䧐
䧰
䧹
䦼
䩔
䩶
䩘
䩯
䩆
䩋
や
䩞―

䩣
䩝

䩻
䨻
䪮http://w

w
w
.ctv-tokyo.or.jp/

䪯等
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
䣎 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

    
◎
一
定
以
上
䧸
所
得
䧸
䧎
䨔
方
䪮
75
歳
以
上
䧸
方
等
䪯

䧸
医
療
費
䧸
自
己
負
担
割
合
䧘
変
䨘
䨓
䨈
す
䦽 

令
和
䪶
年
10
月
䪳
日
䧗
䨒
䦼
医
療
機
関
等
䧸
窓
口

䧱
支
払
䧒
医
療
費
䧸
自
己
負
担
割
合
䧵
䧮
䧐
䧰
䦼
䪳
割

負
担
䧸
方
䧸
䧒
䧫
䦼
一
定
以
上
所
得
䧸
䧎
䨔
方
䪮次
䧸

䧲
䧖
䨓
䪯䧹
䦼
自
己
負
担
割
合
䧘䧂
䪴
割
䧃䧵
䧴
䨓
䨈
す

䪮䪵
割
負
担
䧸
条
件
䧹
変
䨘
䨓
䨈
䧥
䨜
䪯䦽 

 

䣗
対
象
者
䣘
課
税
所
得
28
万
円
以
上 

䧗
䧮 

年
金

収
入+

䧧
䧸
他
䧸
合
計
所
得
金
額
䧘 

䪴
䪲
䪲
万
円
以
上
䪮単
身
世
帯
䧸
場
合
䪯 

※
複
数
世
帯
の
場
合
は
３
２
０
万
円
以
上 

※
令
和
４
年
10
月
か
ら
の
自
己
負
担
割
合
は
䣍

令
和
４
年
８
月
下
旬
頃
か
ら
判
定
を
行
い
ま

す
䣎 

 

◎
制
度
見
直
し
の
背
景 

 

令
和
４
年
度
以
降
䣍
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
り
始
め
䣍
医
療
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
䣎
ま
た
䣍
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
う
ち
䣍
窓
口

負
担
を
除
い
て
約
４
割
は
現
役
世
代
の
負
担(

支
援

金)

と
な
䣬
て
お
り
䣍
今
後
も
拡
大
し
て
い
く
見
通

し
と
な
䣬
て
い
ま
す
䣎
今
回
の
自
己
負
担
割
合
の
見

直
し
は
䣍
現
役
世
代
の
負
担
を
抑
え
䣍
国
民
皆
保
険

を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
も
の
で
す
䣎 

 

◎
自
己
負
担
割
合
が
䣓
２
割
䣔
と
な
る
方
へ
の
負
担

軽
減
䥹
配
慮
措
置
䥺
に
つ
い
て 

令
和
䪶
年
10
月
䪳
日
䧗
䨒
䧸
䪵
年
間
䦼
自
己
負
担

割
合
䧘䧂
䪴
割
䧃䧲
䧴
䨔
方
䧵
対
䧣
䦼
急
激
䧴
自
己
負

担
額
䧸
増
加
䨛
䧖
䧡
䧔
䨔
䧩
䨋
䦼
外
来
医
療
䧸
負
担

増
加
額
䧸
上
限
䧘
䪳
䧗
月
䧎
䧩
䨓
最
大
䪵
䪰
䪲
䪲
䪲
円

䨈
䧱
䧲
䧴
䨓
䨈
す
䦽
上
限
額
䨛
超
䧔
䧰
支
払
䧭
䧩
金
額

䧹
高
額
療
養
費
䧲
䧣
䧰
䦼
䧎
䨒
䧗
䧤
䨋
登
録
䧡
䨕
䧰
䧐

䨔
金
融
機
関
口
座
䧵
後
日
支
給
䧣
䨈
す
䦽 

ま
た
䣍
２
割
負
担
と
な
る
方
で
䣍
高
額
療
養
費
の

申
請
䥹
口
座
登
録
䥺
を
行
䣬
た
こ
と
が
な
い
方
に

は
䣍
広
域
連
合
よ
り
䣍
高
額
療
養
費
事
前
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
䣎
発
送
時
期
は
䣍
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
䣎 

※
申
請
書
類
は
必
ず
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
䣎
国
・

広
域
連
合
・
市
区
町
村
が
電
話
や
訪
問
で
䣍
口
座

情
報
登
録
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
䣍
キ
䣺
䣹
シ
䣻
カ
䤀
ド
や
通
帳
等
を
お
預
か
り

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
䣎 

※
不
審
な
電
話
が
あ
䣬
た
と
き
は
䣍
警
察
署
䥹
＃
９

１
０
０
䥺
ま
た
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
䤀
䥹
１
８

小
笠
原
村
健
康
増
進
計
画
䥹
素
案
䥺
の
パ
ブ

リ
䣹
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て 

小
笠
原
村
出
身
学
生
の
一
時
帰
省
の
た
め
の

学
生
割
引 

交
通
災
害
共
済
䣓
ち
䣯
こ
䣬
と
共
済
䣔 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ 
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８
䥺
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

䥹
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
の
見
直
し
に
関
す
る
ご

質
問
䥺 

・
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問
合
せ 

セ
ン
タ
䤀 

 
  

０
５
７
０―

０
８
６―

５
１
９ 

・
村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
３ 

 

䥹
今
回
の
制
度
見
直
し
の
背
景
等
に
関
す
る
ご
質
問

等
䥺 

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
割
合
に
関
す
る
厚

生
労
働
省
コ
䤀
ル
セ
ン
タ
䤀 

０
１
２
０―

０
０
２―

７
１
９ 

    

小
笠
原
村
で
は
䣍
大
学
・
大
学
院
䣍
高
等
専
門
学

校
䣍
ま
た
は
専
修
学
校
に
在
学
し
䣍
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資
金
の
貸
付
を
行

䣬
て
い
ま
す
䣎 

 
 

䣗
貸
付
の
要
件
䣘 

・
貸
付
の
日
の
３
年
前
か
ら
引
き
続
き
小
笠
原
村
に

住
所
を
有
す
る
者
の
子
で
あ
る
こ
と 

・
大
学
・
大
学
院
の
第
１
学
年
䣍
高
等
専
門
学
校
の

第
４
学
年
ま
た
は
専
修
学
校
の
第
１
学
年
で
あ
る

こ
と
䥹
た
だ
し
䣍
大
学
も
し
く
は
専
修
学
校
の
第

２
学
年
以
上
の
学
年
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
の
第

５
学
年
に
在
学
中
で
䣍
学
資
金
の
貸
付
を
必
要
と

す
る
特
別
の
事
情
が
発
生
し
た
場
合
を
除
く
䥺 

 

䣗
貸
付
金
額
䣘 

月
額
２
万
５
䥻
０
０
０
円 

 

そ
の
ほ
か
申
請
方
法
䣍
償
還
の
方
法
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 

２―

３
１
１
７ 

 

                           

＊
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
䣎 

要
項
は
役
場
窓
口
で
配
布
の
他
䣍
村
役
場
ホ
䤀
ム

ペ
䤀
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
䣎 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

     

宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
る
䣓
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
を
明
示
し
た
看
板
䣔
を
母
島
村
民
会
館
前
に
設
置

し
ま
し
た
䣎 

ご
自
宅
や
事
業
所
等
に
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る

か
を
確
認
の
上
䣍
避
難
行
動
を
考
え
䣍
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
ま
し
䣯
う
䣎 

                 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

 

    

音
楽
発
表
会
䥹
全
学
年
䥺
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
䣎
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
方
に
は
䣍
ぜ
ひ
䣍
ご

参
観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
䣎
な

お
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
に

よ
䣬
て
は
䣍
中
止
や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
期
日
䣘
３
月
12
日
䥹
土
䥺 

䣗
時
間
䣘
午
前
11
時
20
分
䦅
午
後
０
時
10
分 

䣗
場
所
䣘
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

䣗
内
容
䣘
各
学
年
合
唱
・
全
校
吹
奏
楽 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
䣎 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
䣎 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
䣍

検
温
・
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
等
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２―

２
５
０
２ 

      

日
頃
よ
り
䣍
ご
み
の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎 

３
月
は
䣍
引
䣬
越
し
等
に
よ
る
ご
み
の
処
分
が
増

え
ま
す
䣎
ク
リ
䤀
ン
セ
ン
タ
䤀
で
は
䣍
ご
み
の
直
接

持
込
み
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
䣎
特
に
部
屋
の
片
づ

け
等
に
よ
り
発
生
す
る
一
時
大
量
ご
み
や
粗
大
ご
み

に
つ
い
て
は
䣍
ス
テ
䤀
シ
䣼
ン
排
出
で
は
な
く
䣍
直

接
持
込
み
で
の
ご
対
応
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
䣎 

 

持
込
み
は
ク
リ
䤀
ン
セ
ン
タ
䤀
に
直
接
電
話
に
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
持
込
み
時
間
䣘 

平
日
の
午
後
１
時
䦅
４
時 

 

●
問
合
せ
・
持
込
み
申
込
先 

 

父
島
ク
リ
䤀
ン
セ
ン
タ
䤀 

 

２―

２
８
９
４ 

 
 

環
境
課
生
活
環
境
係 

 
  

２―

２
２
７
０ 

      

３
月
28
日
䥹
月
䥺
䦅
４
月
４
日
䥹
月
䥺
の
間
䣍

小
中
学
校
が
春
休
み
期
間
と
な
る
た
め
䣍
平
日
ダ
イ

ヤ
䥹
扇
浦
線
䥺
の
䣍
７
時
15
分
小
港
海
岸
発
便

は
䣍
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２―

３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

  

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
を
明
示
し
た
看
板
の

設
置 

小
笠
原
中
学
校 

音
楽
発
表
会
の
お
知
ら
せ 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

父
島
ク
リ
䤀
ン
セ
ン
タ
䤀
へ
の
持
込
ご
み

に
つ
い
て 
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䣓
人
・
農
地
プ
ラ
ン
䣔
と
は
䣍
農
業
者
が
話
し
合

い
に
基
づ
き
䣍
地
域
に
お
け
る
農
業
に
お
い
て
中
心

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
農
業
者

䥹
中
心
経
営
体
䥺
や
将
来
の
地
域
農
業
の
あ
り
方
な

ど
を
定
め
る
も
の
で
す
䣎 

今
回
は
䣍
父
島
に
お
け
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
実

質
化
す
る
た
め
䣍
農
業
者
䣍
農
業
関
係
団
体
な
ど
に

よ
る
将
来
の
地
域
農
業
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
左

記
の
と
お
り
行
い
ま
す
䥹
母
島
に
お
け
る
人
・
農
地

プ
ラ
ン
は
既
に
実
質
化
し
て
い
ま
す
䥺䣎 

䣗
日
時
䣘
３
月
16
日
䥹
水
䥺
午
後
２
時
䦅
４
時 

䣗
場
所
䣘
村
役
場
本
庁
舎
２
階
会
議
室 

※
な
お
䣍
ウ
䣷
ブ
で
の
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
䣍
問

合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課 

 

２―

３
１
１
４ 

               

䣗
実
施
日
程
䣘
３
月
16
日
䥹
水
䥺 

䣗
実
施
時
間
䣘
午
後
７
時
䦅
９
時 

䣗
実
施
場
所
䣘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀 

䣗
行
政
相
談
委
員
䣘 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

䣑
住
所
䣒
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

䣑
電
話
䣒
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

           

䣗
日
時
䣘
３
月
15
日
䥹
火
䥺
午
後
４
時
䦅
６
時 

䣗
場
所
䣘
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

䣗
相
談
内
容
䣘 

○
労
働
条
件
䥹
労
働
時
間
䣍
安
全
衛
生
䣍
賃
金
䣍
退

職
・
解
雇
な
ど
䥺 

○
求
人
求
職
䥹
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
䥺 

○
労
災
保
険
䥹
加
入
䣍
労
災
給
付
な
ど
䥺 

○
雇
用
保
険
䥹
加
入
䣍
失
業
給
付
な
ど
䥺 

※
当
日
䣍
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
䣍
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

     

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
䣯
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
䣎 

䣗
相
談
内
容
䣘
無
料
一
般
相
談 

䣗
実
施
日
程
䣘
３
月
25
日
䥹
金
䥺 

䣗
実
施
時
間
䣘
午
前
10
時
䦅
正
午 

䥹
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
䥺 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
䣍
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

(

受
付
時
間
䪼午
前
䪻
時
30
分
䫻
午
後
䪶
時
30
分) 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

                 

３
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
䣎 

䣗
父
島
䣘 

䧀
日
時
䧁  

䪵
月
䪵
日
䪮木
䪯午
後
䪴
時
30
分
䫻
䪶
時 

䧀
場
所
䧁  

小
笠
原
村
診
療
所 

＊
父
島
は
予
約
制
で
す
䣎
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
母
島
䣘 

䧀
日
時
䧁  
䪵
月
䪵
日
䪮木
䪯午
後
䪵
時
30
分
䫻
䪶
時 

䧀
場
所
䧁  
母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
䣍
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
䣍

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
䣍
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
䣍
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
䣍
水
痘
ワ
ク
チ
ン
䣍
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
䣍
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
䣍
ロ
タ
ワ
ク
チ

ン
䣍
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

     

対
象
者
の
方
に
は
䣍
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
䣎

当
日
受
診
で
き
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
対
象
者
䣘
䪶
䧗
月
䦼
䪹
䧗
月
䦼
10
䧗
月
䦼
䪳
歳
䪸
䧗

月
䦼
䪴
歳
䪸
䧗
月
䦼
䪵
歳
䧸
乳
幼
児 

䣗
父
島
䣘 

䣑
日
時
䣒  

 

３
月
10
日
䥹
木
䥺 

䣑
受
付
時
間
䣒
午
後
２
時
䦅
３
時
30
分 

䣑
場
所
䣒 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
２
階
大
会
議
室 

＊
な
お
䣍
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
䣍
お
手
数
で
す
が
䣍
次
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
䣎䥹
役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
䥺 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

    

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
䣎
母
子

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
䣎
事
前
予
約
は
不
要
で
す
䣎 

䣗
対
象
者
䣘
０
䦅
６
歳
の
乳
幼
児 

䣗
母
島
䣘 

䣑
日
時
䣒 

 

３
月
15
日
䥹
火
䥺 

䣑
受
付
時
間
䣒
午
前
10
時
䦅
11
時 

䣑
場
所
䣒 

母
島
診
療
所
䪴
階
䨮
䩶
䩘
䨤
䩯
䩶
䨼
䩮
䩻
䩣 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
関
す
る
話
し
合
い
に
つ

い
て 

行
政
相
談
所
の
開
設 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

定
期
予
防
接
種 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
䥹
父
島
䥺 

乳
幼
児
計
測
会
䥹
母
島
䥺 
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䣗
歯
科
䣘䥹
父
島
䥺 

䧀
休
診
日
䧁 

䪵
月
䪶
日(

金)

䦼
14
日
䪮月
䪯䫻
23
日
䪮水
䪯 

※
平
日
朝
䥹
８
時
30
分
䦅
９
時
䥺
の
急
患
受
付
も

お
休
み
し
ま
す
䣎 

※
歯
痛
等
は
䣍
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の 

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

                  

３
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
䣎
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
䣍
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２─

２
１
１
１
ま
で
䣍

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

※
䥹 

䥺
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
䣎 

 

           

伊
豆
諸
島
開
発
㈱  

０
３(

３
４
５
５)

３
０
９
０ 

                 

小
笠
原
海
運
㈱  

０
３(

３
４
５
１)

５
１
７
１ 

     

村
民
䧸
皆
䧡
䨈
䧸
乗
船
枠
䧹
十
分
䧠
用
意
䧣
䧰
䧐

䨈
す
䧘
䦼
䧟
䧸
間
上
京
予
定
䧸
方
䧹
䦼
乗
船
券
䨛
䧖
早

䨋
䧵
䧠
予
約
䨈
䧩
䧹
䧠
購
入
䧖
願
䧐
䧐
䧩
䧣
䨈
す
䦽  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

村
民
䧸
皆
䧡
䨈
限
定
䧱
䦼
次
䧸
表
䧸
䧲
䧖
䨓
優
先
発

売
䨛
承
䨓
䨈
す
䧸
䧱
䧠
利
用
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

                      

・
優
先
発
売
は
父
島
営
業
所
䣍
母
島
代
売
所
で
の
み

承
り
ま
す
䣎䥹
本
社
䣍
イ
ン
タ
䤀
ネ
䣹
ト
で
は
予

約
で
き
ま
せ
ん
䥺 

・
優
先
発
売
期
間
中
は
島
民
以
外
の
同
時
予
約
及
び

同
室
䣍
隣
席
希
望
は
承
れ
ま
せ
ん
䣎 

・
村
民
の
方
も
３
月
５
日
以
降
䣍
満
室
の
場
合
は
キ

䣺
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
䣎 

・
混
雑
緩
和
の
た
め
䣍
予
約
は
一
名
に
つ
き
３
家
族

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎 

・
５
月
17
日
東
京
発
䣍
19
日
父
島
発
は
さ
る
び
あ

丸
で
の
運
航
と
な
り
ま
す 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 
父
島
営
業
所 

２―

２
１
１
１ 

母
島
代
売
所
䥹
母
島
農
協
䥺 

 

３―

２
３
３
１ 

 

   

䧖
䧘
䧡
䨘
䨒
丸
䧹
䪷
月
䪻
日
䧗
䨒
23
日
䨈
䧱
䧸
期

間
䩌
䩆
䨲
入
䨓
䧣
䨈
す
䦽
䧟
䧸
間
次
䧸
日
程
䧱
代
船
䧡

䨔
䧽
䧎
丸
䪮䪸
䪲
䪻
䪻
䩋
䩶
䩺近
海
定
員
䪴
䪺
䪶
名
䪯䨛
運

航
䧣
䨈
す
䦽 

 䣗
東
京
発
䣘 

５
月
17
日(

火) 

午
前
10
時 

䣗
父
島
着
䣘 

５
月
18
日(

水) 

午
後
３
時 

䣗
父
島
発
䣘 

５
月
19
日(

木) 

午
前
10
時
30
分 

䣗
東
京
着
䣘 

５
月
20
日(

金) 

午
後
３
時
30
分 

                   ※
さ
る
び
あ
丸
は
お
が
さ
わ
ら
丸
の
特
等
䣍
特
２
等

相
当
の
部
屋
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎 

※
島
民
割
引
等
䧵
䧮
䧐
䧰
䧹
窓
口
䧵
䧖
問
合
䧥
下
䧡

䧐
䦽 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
䣵
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ

䣬
て
は
䣍
席
数
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

父
島
営
業
所 

２―

２
１
１
１ 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

等級 大人 小人

4,660 2,330

(+710) (+350)

5,600 2,800

(+860) (+430)

等級 A(3名用) B(2名用)

9,360

(+912)

8,775

(+855)

8,190

(+798)

937

(+91)

707

(+69)

5,000 3,000

貨
物
運
賃

1等品

2等品

3等品

小口
0.1t以下

小口
0.075t以下

個室椅子席
は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

2等

村民割引
2等往復

単位：円 

等級 大人 学生 小人 17,202

55,440 47,440 27,720 (+1,274)

(+5,940) (+5,090) (+2,970) 16,014

40,040 32,040 20,020 (+1,186)

(+4,290) (+3,440) (+2,140) 14,731

30,170 24,140 15,090 (+1,091)

(+3,240) (+2,590) (+1,620) 1,724

26,480 21,190 13,240 (+128)

(+2,840) (+2,270) (+1,420) 1,283

等級 村民 村民小人 身障者 (+95)

43,430 21,720 27,720

(+4,650) (+2,330) (+2,970)

28,030 14,020 20,020

(+3,000) (+1,500) (+2,140)

21,120 10,560 15,090

(+2,260) (+1,130) (+1,620)

18,540 9,270 13,240

(+1,990) (+990) (+1,420)

2等和室
小口

0.075t以下

1等

特2等寝台

2等寝台

2等和室

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

1等

2等品

特2等寝台

３月燃料油価格変動調整 単位：円 ゴ
䤀
ル
デ
ン
ウ
䣵
䤀
ク
䦅
ド
䣹
ク
明
け

便
乗
船
券
の
村
民
優
先
発
売
に
つ
い
て 

備　考 発売日 乗船日 区分

4/29㈮東京発から

5/26㈭父島発まで

4/29㈮東京発から

5/7㈯父島発まで

5/17㈫東京発から

5/26㈭父島発まで

通常どおり
2ヶ月前より一斉発売

村
民

村民割引（医療・島学・　在島障
がい者含）に限る

一
般

3/8㈫より一斉発売

※1の発売日以降の村民も同様

3/4㈮に限り、
優先発売（片道・往復）　　※１

お
が
さ
わ
ら
丸
の
代
船
さ
る
び
あ
丸 

さるびあ丸 席(部屋)数 運　賃 ｼﾝｸﾞﾙ料

特　等 ⇨ 特１等相当 2名×6部屋 74,370 18,000

特１等 ⇨ 1等相当 4名×6部屋 57,670 18,000

１　等 ⇨ ２和室相当 36席 27,540 -

特２等 ⇨ ２寝台相当 212席 31,380 -

さるびあ丸船席と運賃について

おがさわら丸換算
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小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
登
録
10
周
年  

  

 

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
登
録
10
周
年
を
記

念
し
て
制
作
し
䣍
ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
䥹
11
チ
䣺
ン

ネ
ル
䥺
で
放
送
し
た
７
つ
の
番
組
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
ア
䤀
カ
イ
ブ
配
信
し
ま
す
䣎
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
し

く
は
Ｑ
Ｒ
コ
䤀
ド
の
リ
ン
ク
先
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
䣍
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
配
信
場
所
䣘
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
䣺
ン
ネ
ル 

Bonin Discovery TV 

URL: https://www.youtube.com/channel/UC0

ccXaD05JaIXPr6AyRGOKQ 

          

※
Ｑ
Ｒ
コ
䤀
ド
は
ス
マ
䤀
ト
フ
䣸
ン
の
カ
メ
ラ
機
能

等
で
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
䣎 

※
ご
意
見
・
ご
感
想
は
左
記
問
合
せ
先
ま
で
䣍
お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

shizenkankyo@vill.ogasawara.tokyo.jp 

    

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
䤀
内
動
物
対
処
室
䥹
父

島
䥺
の
獣
医
師
に
よ
る
䣓
母
島
巡
回
ペ
䣹
ト
診
療
・

相
談
䣔
を
行
い
ま
す
䣎
母
島
の
方
を
対
象
に
実
施
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
薬
を
処
方
す
る
に
は
䣍
事
前

に
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
対
面
診
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
䣎
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
ペ
䣹
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
䣍
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
予
約
申
込
䣘
３
月
18
日
䥹
金
䥺
ま
で 

䣗
診
療
日
程
䣘
３
月
25
日
䥹
金
䥺 

午
前
11
時
䦅
12
時 

午
後
２
時
䦅
４
時
30
分 

３
月
26
日
䥹
土
䥺 

午
前
８
時
30
分
䦅
10
時
30
分 

䣗
場 

所
䣘
ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
䣎 

䣗
注
意
事
項
䣘 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
䣎 

診
療
は
有
料
䣍
相
談
は
無
料
で
す
䣎 

○
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
䣎 

○
予
約
申
込
み
先 

動
物
対
処
室 

０
７
０―

１
０
５
４―
３
４
６
７ 

○
母
島
で
診
療
で
き
る
項
目
・
検
査
等
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
䣎
詳
細
な
診
療
内
容
等
は
予
約
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
䣎 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

䥹
環
境
課
自
然
環
境
係
䥺 

 
 

２―

２
２
７
０ 

     

                        

兄
島
に
は
世
界
自
然
遺
産
の
遺
産
価
値
の
一
つ
と

な
䣬
て
い
る
多
様
な
マ
イ
マ
イ
䥹
陸
産
貝
類
䥺
が
生

息
し
て
い
ま
す
䣎
こ
れ
ら
の
マ
イ
マ
イ
は
䣍
外
来
種

で
あ
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
食
害
に
よ
り
䣍
野
生
絶
滅
の

危
険
が
迫
䣬
て
い
ま
し
た
䣎 

兄
島
に
お
け
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
生
息
密
度
が
上
昇

し
䣍
回
復
し
た
マ
イ
マ
イ
に
再
度
食
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
䣬
た
こ
と
か
ら
䣍
環
境
省
で
は
専
門
家
の

意
見
を
踏
ま
え
令
和
３
年
３
月
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
䤀
を

使
䣬
た
殺
鼠
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
ま
し
た
䣎 

散
布
か
ら
約
１
年
が
経
過
し
䣍
対
策
の
効
果
と
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
結
果
が
ま
と
ま
䣬
た
こ
と
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
住
民
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
䣎

䣗
実
施
日
時
䣘
３
月
９
日
䥹
水
䥺 

午
後
䪸
時
䫻
䪹
時
30
分
䪮予
定
䪯 

※
詳
細
は
島
内
の
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

 ●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

７
１
７
４ 

                

 

䣓
マ
イ
マ
イ
里
帰
り
大
作
戦
䣔
で
は
䣍
小
笠
原
に

し
か
生
息
し
て
い
な
い
固
有
の
マ
イ
マ
イ
䥹
カ
タ
ツ

ム
リ
䥺
が
外
来
生
物
の
影
響
等
で
絶
滅
し
な
い
よ

う
䣍
野
生
環
境
下
で
䣍
集
団
を
安
定
的
に
維
持
し
て

い
く
た
め
䣍
飼
育
個
体
を
野
外
に
放
す
計
画
を
立

て
䣍
初
と
な
る
昨
年
度
は
チ
チ
ジ
マ
カ
タ
マ
イ
マ
イ

と
ア
ナ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
卵
１
７
９
個
䣍
生
体
１
６

０
個
体
を
巽
島
に
野
生
復
帰
さ
せ
ま
し
た
䣎
１
年
後

と
な
る
令
和
４
年
２
月
時
点
で
も
ア
ナ
カ
タ
マ
イ
マ

イ
で
は
移
殖
し
た
個
体
の
一
部
が
順
調
に
成
長
し
て

い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
䣎 

昨
年
度
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
て
䣍
２
月
９
日
に

チ
チ
ジ
マ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
１
２
１
個
体
䣍
ア
ナ
カ
タ

マ
イ
マ
イ
１
７
４
個
体
を
放
し
ま
し
た
䣎
詳
細
及
び

今
後
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
自
然
情
報
セ
ン

タ
䤀
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２―

７
１
７
４ 

世
界
自
然
遺
産
登
録
10
周
年
記
念
番
組
の

ア
䤀
カ
イ
ブ
配
信
の
お
知
ら
せ 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

母
島
巡
回
ペ
䣹
ト
診
療
・
相
談 

令
和
３
年
３
月
に
実
施
し
た
兄
島
で
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
䤀
を
使
䣬
た
殺
鼠
剤
の
空

中
散
布
の
結
果
に
つ
い
て
の
住
民
説
明

会
の
開
催 

マ
イ
マ
イ
里
帰
り
大
作
戦
―
カ
タ
マ

イ
マ
イ
属
２
種
の
巽
島
へ
の
移
殖
に

つ
い
て 
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地
域
䧲
共
生
䧣
䧩
世
界
自
然
遺
産
地
域
䧸
適
正
䧴

管
理
䧸
䧎
䨓
方
䨛
検
討
す
䨔
䧩
䨋
䦼
環
境
省
䧹
地
域

連
絡
会
議
䨛
開
催
䧣
䨈
す
䦽
会
議
䧱
䧹
䦼
世
界
遺
産
䧵

䨈
䧮
䨘
䨔
課
題
䨂䧸
対
応
状
況
䧸
報
告
䩺検
討
䨛
行
䧐
䨈

す
䦽 会

議
は
公
開
に
よ
り
行
わ
れ
䣍
ｗ
ｅ
ｂ
に
て
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎 

䧆
日
時
䧇 

䪵
月
䪴
日
䪮水
䪯午
後
䪳
時
䫻
䪵
時 

䧆
傍
聴
登
録
䧇 

 

次
の
登
録
用
メ
䤀
ル
ア
ド
レ
ス
に
メ
䤀
ル
に
て
傍

聴
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

・
記
載
事
項 

䧆
件
名
䧇䧂
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会

議
䧸
傍
聴
登
録
䧃䧲
記
載
䧣
䧰
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

䧆
本
文
䧇䧂
氏
名
䧃䦼䧂
所
属
名
䧃䨛
記
載
䧣
䧰
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

な
お
䣍
個
人
の
場
合
は
䣓
所
属
名
䣔
の
記
載
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
䣎 

・
登
録
用
メ
䤀
ル
ア
ド
レ
ス 

 

jigyo@ogasawara-info.jp 

・
登
録
締
切
り 

３
月
２
日
䥹
水
䥺
午
前
中 

●
問
合
せ
先 

地
域
連
絡
会
議
事
務
局 

 
 
 
 
 
 

０
９
０―

７
５
２
７―

３
７
９
０ 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２―

７
１
７
４ 

         

 

  

 

３
月
の
開
館
日
䥽
毎
日
開
館 

開
館
時
間
午
前
８
時
30
分
䦅
午
後
５
時
䥹
夜
間

䦅
午
後
９
時
䥺 

来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
䣍

人
数
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃
を
適
宜
行
䣬
て
い
ま

す
䣎
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
䣍
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
䤀
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
特
別
展
䣘 

■
本
館 

䣓
く
じ
ら
展 

リ
タ
䤀
ン
ズ
䦅
小
笠
原
の
海
の
大
き

な
仲
間
た
ち
䣔 

開
催
中 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
䥹
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
䥺䣍
マ
䣹
コ
ウ
ク

ジ
ラ
䥹
ハ
ク
ジ
ラ
䥺
の
違
い
䣍
大
き
さ
䣍
小
笠
原
海

域
で
の
最
近
の
鯨
類
の
報
告
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
䣎 

■
新
館 
 

䣓
小
笠
原
の
歴
史
写
真
展
䣔 
４
月
１
日(

金)

ま
で 

小
笠
原
の
歴
史
を
䣍
昔
と
今
の
写
真
と
と
も
に
振

り
返
る
展
示
で
す
䣎 

䣗
企
画
展
䣘 

■
新
館 

写
真
展
示
会
䣓
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
䣢
子
ど
も
た
ち
が
撮

䣬
た
世
界
自
然
遺
産
䣢
䣔
３
月
26
日
ま
で 

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
中
高
生
が
撮
影
し
た
写
真
や
䣍
ダ

䤀
ウ
䣵
ン
研
究
所
の
協
定
を
紹
介
䣎
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
ゾ

ウ
ガ
メ
の
実
物
大
レ
プ
リ
カ
も
展
示
し
て
い
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
䤀
セ
ン
タ
䤀 

 

２―

３
０
０
１ 

    

                     

     

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
䣍
先
月
同
様
䣍
講
習
資
料
等
を
配
付
し

各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
䣍
ア
ン
ケ
䤀

ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
䣬
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
䣎 

つ
き
ま
し
て
は
䣍
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
䣍

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
䣍
講
習
資
料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
講
習

申
込
み
締
切
日
ま
で
に
䣍
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
䣎 

１ 

村
民
で
レ
ク
リ
エ
䤀
シ
䣼
ン
を
目
的
に
指
定
ル

䤀
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
䥹
村
民
レ
ク
簡
易
講
習
䥺 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
䤀
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
䣎
指
定
ル
䤀
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
䣍
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

䣓
年
間
パ
ス
䣔
の
携
行
が
必
要
で
す
䣎 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方
䥹
調
査
研
究
簡
易
講
習
䥺 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
䣍
調
査
・
研

究
䣍
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
䣍
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
䣎 

※
１
䣍
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
䣎

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
䣍
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
䣎 

※
䪳
䦼
䪴
䧸
事
務
䧸
流
䨕
䧹
次
䧸
䧲
䧖
䨓
䧲
䧣
䨈
す
䦽 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
䤀
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
䣎 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

䣗
締
切
日
䣘
３
月
28
日
䥹
月
䥺 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
窓
口 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
䤀    

２―

３
４
０
３    

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３  

         

令
和
３
年
度
第
２
回
䣓
小
笠
原
諸
島
世

界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
䣔
の
開
催

に
つ
い
て 

ビ
ジ
タ
䤀
セ
ン
タ
䤀
の
お
知
ら
せ 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入

林
簡
易
講
習
会
に
つ
い
て
䥹
父
島
・
母

島
䥺 
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国
有
林
で
は
䣍
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地

域
に
お
い
て
䣍
小
笠
原
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残

す
た
め
䣍
在
来
植
生
の
生
育
保
全
等
の
取
組
を
行
䣬

て
い
ま
す
䣎
皆
さ
ま
に
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保

全
セ
ン
タ
䤀
の
取
組
と
筑
波
大
学
生
命
環
境
係
教
授

上
條
隆
志
氏
の
特
別
講
演
な
ど
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
い
た
し
ま
す
䣎
皆
さ
ま
の
ご
視
聴
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
䣎 

䣗
開
始
日
時
䣘
３
月
４
日
䥹
金
䥺 

午
後
７
時
䦅
８
時
30
分 

䣗
実
施
方
法
䣘 

ウ
䣷
ブ
配
信
に
よ
り
実
施
䥹
参
加
登
録
不
要
䥺 

䣗
内
容
䣘 

○
固
有
森
林
生
態
系
修
復
の
取
組 

䥹
小
笠
原
保
全
セ
ン
タ
䤀
䥺 

○
特
別
講
演 

䣓
伊
豆
諸
島
と
小
笠
原
か
ら
学
ぶ
䣍
ゼ
ロ
か
ら
は
じ

ま
る
火
山
島
生
態
系
の
発
達
プ
ロ
セ
ス
䣔 

䥹
筑
波
大
学
教
授
上
條
隆
志
氏
䥺 

䣗
配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
䣘 

https://us02web.zoom.us/j/84021759915 

             

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

日
本
森
林
技
術
協
会 

shinrinhozen@jafta.or.jp 

０
３―

３
２
６
１―

５
４
２
６  

担
当 

西
槇 

                     

䣓
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
来
遊
状
況
／
Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ン
タ
䤀
プ

リ
タ
䤀
講
習
会
の
お
知
ら
せ
䣔 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
ピ
䤀
ク
真
䣬
盛
り
と
な

り
䣍
小
笠
原
の
海
は
䣍
た
く
さ
ん
の
ク
ジ
ラ
た
ち
で

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
ね
䣎
さ
て
䣍
今
月
の
村
民

だ
よ
り
で
は
䣍
こ
こ
ま
で
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊

状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
䣎 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
䣍
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か

け
て
䣍
ウ
䣷
ザ
䤀
ス
テ
䤀
シ
䣼
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝

30
分
間
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
目
視
観
測
を
実
施
し

て
い
ま
す
䣎
次
の
グ
ラ
フ
は
䣍
半
月
ご
と
に
そ
の
平

均
発
見
頭
数
を
ま
と
め
た
結
果
で
す
䣎 

                    

先
月
も
お
伝
え
し
た
よ
う
に
䣍
12
月
中
は
過
去

２
シ
䤀
ズ
ン
よ
り
も
発
見
が
少
な
く
䣍
平
均
１
頭
に

も
満
た
な
い
と
い
う
結
果
で
し
た
䣎
１
月
前
半
は
昨

シ
䤀
ズ
ン
並
み
に
増
え
た
も
の
の
䣍
そ
の
ま
ま
の
勢

い
で
増
え
る
こ
と
は
な
く
䣍
後
半
は
昨
シ
䤀
ズ
ン
よ

り
も
少
な
い
値
と
な
り
ま
し
た
䣎
し
か
し
䣍
２
月
に

入
䣬
て
か
ら
は
再
び
発
見
数
も
増
え
䣍
最
も
多
い
日

で
は
36
頭
を
記
録
す
る
な
ど
䣍
前
半
の
平
均
発
見

頭
数
は
20
頭
以
上
と
な
り
ま
し
た
䣎
さ
て
䣍
こ
の

後
は
ピ
䤀
ク
シ
䤀
ズ
ン
後
半
戦
䣎
ど
の
よ
う
に
推
移

し
て
い
く
の
で
し
䣯
う
か
䣎 

        

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
䤀
ル
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
イ
ン
タ
䤀
プ
リ
タ

䤀
新
規
認
定
講
習
会 

 

䣗
日
時
䣘
３
月
21
日
䥹
月
・
祝
䥺 

午
後
６
時
䣢
午
後
９
時 

䣗
実
施
形
態
䣘
䫘
䫬
䫬
䫪
䨛
用
䧐
䧩
䨭
䩶
䩬
䨧
䩶
講
習 

※
父
島
䩺母
島
同
時
開
催 

䣗
費
用
䣘
５
０
０
円
䥹
テ
キ
ス
ト
代
䥺 

䣗
講
習
内
容
䣘䣓
小
笠
原
の
基
礎
鯨
類
学
䣔・䣓
イ
ン

タ
䤀
プ
リ
テ
䤀
シ
䣼
ン
学
入
門
䣔 

䣗
対
象
者
䣘
小
笠
原
村
在
住
の
15
歳
以
上
䥹
ガ
イ

ド
経
験
不
問
䣍
鯨
類
と
ガ
イ
ド
の
勉

強
を
し
た
い
方
䥺 

䣗
申
込
締
切
䣘
３
月
11
日
䥹
金
䥺
ま
で 

※
要
予
約
䣎
詳
細
は
村
内
掲
示
板
に
掲
載
さ
れ
る
ポ

ス
タ
䤀
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
䣍
オ

ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
開
催
と
な
る
旨
䣍
ご
了
承
お

願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

               ● 

問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
䤀
ル
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ

協
会
䥹
Ｏ
Ｗ
Ａ
䥺  

 
 
 
 
 

２
䤀
３
２
１
５ 

  

国
有
林
の
事
業
取
組
報
告
と
特
別
講

演
会
の
開
催
に
つ
い
て
䥹
完
全
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
䥺 
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海
洋
セ
ン
タ
䤀
だ
よ
り 

そ
の
250 

 ―

春
と
い
え
ば―

 

 

春
と
い
え
ば
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？ 

桜
？
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
？ 

い
え
い
え
䣍
春
と
い
え
ば
ウ
ミ
ガ
メ
漁
の
季
節
で

す
ね
䣎
島
を
代
表
す
る
食
文
化
で
あ
る
䣍
ウ
ミ
ガ
メ

の
料
理
を
一
番
新
鮮
に
食
べ
ら
れ
る
新
ガ
メ
の
季

節
䣎 

 

海
洋
セ
ン
タ
䤀
で
は
䣍
島
民
関
係
者
の
ご
協
力
を

頂
き
䣍
ウ
ミ
ガ
メ
の
解
体
作
業
に
立
ち
会
わ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
䣎
資
源
量
調
査
や
生
態
解
明
の
た
め

の
調
査
な
ど
を
通
し
て
䣍
島
の
伝
統
的
な
食
文
化
の

継
承
と
ウ
ミ
ガ
メ
保
全
の
両
立
に
寄
与
す
べ
く
䣍
今

年
も
解
体
作
業
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
䣍
今
後
も

将
来
に
わ
た
䣬
て
ウ
ミ
ガ
メ
が
小
笠
原
へ
帰
䣬
て
き

て
く
れ
る
よ
う
䣍
日
々
の
活
動
を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け

て
い
き
た
い
と
思
䣬
て
お
り
ま
す
䣎 

 ―

あ
な
た
も
調
査
員
に―

 

 

こ
の
時
期
䣍
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
䤀
で
は
䣍
小
笠

原
ホ
エ
䤀
ル
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
協
会
と
共
同
で
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
の
調
査
を
行
な
䣬
て
お
り
䣍
島
の
皆
様
や
ご

来
島
者
様
が
撮
影
し
た
尾
ビ
レ
写
真
を
募
集
し
て
い

ま
す
䣎
一
頭
で
も
多
く
の
個
体
を
識
別
す
る
た
め
䣍

お
力
添
え
を
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
䣎 

 

写
真
の
提
供
方
法
は
次
の
２
つ
で
す
䣎 

 

１
䥼
専
用
フ
䣸
䤀
ム
か
ら
写
真
を
ア
䣹
プ
ロ
䤀
ド 

 

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
䤀
ド
を
読
み
取
り
䣍
必
要
事
項
を
入

力
の
上
䣍
ア
䣹
プ
ロ
䤀
ド
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

        

            

２
䥼
海
洋
セ
ン
タ
䤀
へ
直
接
ご
来
館 

 

海
洋
セ
ン
タ
䤀
に
ご
来
館
の
際
䣍
お
持
ち
の
Ｓ
Ｄ

カ
䤀
ド
ま
た
は
ス
マ
ホ
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
ご
提

供
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
䣎 

写
真
の
ご
提
供
者
に
は
䣍
海
洋
セ
ン
タ
䤀
に
ご
来

館
の
際
䣍
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
䣹
カ
䤀
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
䣎
皆
様
の
写
真
お
待
ち
し
て
い
ま
す
䣎 

 ―

令
和
３
年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
開
催―

 

毎
年
の
産
卵
・
孵
化
後
調
査
の
結
果
報
告
に
加

え
䣍
共
同
研
究
者
の
方
々
の
お
話
等
䣍
ウ
ミ
ガ
メ
情

報
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
䣎
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

の
た
め
䣍
事
前
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
䣍

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
䤀
ド
か
ら
お
申
し
込
み
を
お
願
い
致
し

ま
す
䣎
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
䣎 

           

䣗
日
時
䣘
３
月
６
日
䥹
日
䥺 

 
 
 
 
 

接
続
開
始 

午
後
６
時 

 

開
演 

 
 

午
後
６
時
30
分 

䣗
発
表
䣘 

Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
小
笠
原
事
業
所 

 
 
 
  

小
林
翔
平(

東
京
農
工
大
学) 

 
 
 
  

福
岡
拓
也(

東
京
農
工
大
学) 

詳
し
く
は
村
内
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
䤀
䣍
小
笠
原
海
洋

セ
ン
タ
䤀
Ｈ
Ｐ
ま
で 

 ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

䣵
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
䣎
月1

回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
䣍
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
䤀 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
８
３
０ 

䪮認
定
䫌
䫎
䫍
法
人
䨫
䩓
䩻
䩬
䨼
䩉
䨦
䩶
䨳
䩺䩐
䨧
䩄
䩦
䩻) 

ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ 

https://bonin-ocean.net 

 

䣓
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
䣔䥹
２
䥺
母
島
群
島 

  

父
島
の
南
端
か
ら
約
南
52
キ
ロ
群
島
の
北
側
に

母
島
が
あ
り
䣍
南
側
に
点
在
す
る
小
さ
な
島
を
合
わ

せ
て
䣍
コ
䣹
フ
䣵
ン
群
島
ま
た
は
ベ
䤀
リ
群
島
と
呼

ん
で
い
ま
す
䣎
父
島
で
は
セ
ン
ト
セ
ル
ズ
ア
イ
ラ
ン

ズ
と
呼
ん
で
い
ま
す
䣎 

 

母
島
は
䣍
昔
父
島
と
対
比
さ
れ
て
南
島
と
呼
ば

れ
䣍
島
民
は
ヒ
ル
ス
ボ
ロ
ウ
と
も
名
付
け
て
い
ま

す
䣎
島
の
大
き
さ
は
南
北
16
キ
ロ
䣍
東
西
３
キ

ロ
䣍
周
囲
40
キ
ロ
の
島
で
す
䣎
島
全
体
が
断
崖
絶

壁
で
あ
り
䣍
特
に
東
岸
の
東
崎
か
ら
石
門
崎
の
間

は
䣍
そ
の
昔
に
崩
落
し
て
湾
と
な
䣬
た
と
思
わ
れ
る

断
崖
で
す
䣎
海
岸
線
に
沿
䣬
て
嶺
を
な
し
海
側
半
面

を
削
り
取
䣬
た
様
相
で
す
䣎
地
質
は
父
島
よ
り
肥
沃

で
岩
石
も
少
な
く
䣍
樹
木
は
広
く
高
く
生
い
繁
り
䣍

気
候
も
父
島
よ
り
さ
ら
に
温
暖
で
す
䣎
し
か
し
良
港

が
少
な
く
全
島
の
利
用
は
困
難
な
た
め
䣍
住
民
も
少

な
い
の
で
す
䣎 

沖
村
港
䥹
お
き
む
ら
み
な
と
䣍
古
く
の
名
を
西

港
䥺
は
䣍
島
民
は
ニ
䣻
䤀
ポ
䤀
ト
䥹
新
港
䥺
ま
た
は

コ
䣹
フ
䣵
ン
港
と
呼
ぶ
母
島
南
部
の
西
岸
に
あ
る
小

さ
な
湾
で
す
䣎
こ
の
港
の
位
置
は
䣍
北
緯
26
度
37

分
10
秒
䣍
東
経
１
４
２
度
９
分
に
あ
り
䣍
父
島
二

見
港
へ
は
約
64
キ
ロ
あ
り
䣍
島
民
は
小
舟
を
使
い

片
道
１
日
で
往
来
し
て
い
ま
す
䣎
湾
内
は
波
静
か
で

は
あ
り
ま
す
が
䣍
大
型
船
は
入
港
で
き
ず
港
の
７
０

０
䦅
８
０
０
ｍ
沖
に
錨
を
下
す
も
長
時
間
碇
泊
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
䣎 

沖
村
港
の
北
側
の
乳
房
山
と
釼
先
山
間
の
谷
間
に

は
海
に
通
じ
る
川
が
あ
り
䣍
母
島
で
一
番
広
い
川
で

す
䣎
島
の
中
で
耕
作
で
き
る
土
地
は
䣍
現
在
こ
の
地

に
限
ら
れ
て
お
り
䣍
古
に
は
こ
の
地
に
我
が
国
の
人

た
ち
が
大
神
宮
を
祀
䣬
た
と
の
こ
と
で
す
䣎
脇
浜
は

沖
村
の
西
脇
に
あ
り
䣍
鮫
が
多
く
ま
た
の
名
を
鮫
浦

䥹
さ
め
が
う
ら
䥺
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
䣎
沖
村
の

山
麓
に
は
平
地
が
あ
り
䣍
島
の
人
々
は
こ
こ
を
耕
し

使
用
し
て
い
ま
す
䣎
乳
房
山
は
島
で
一
番
高
い
山
で

あ
り
標
高
お
よ
そ
１
５
０
ｍ
䣍
島
の
中
ほ
ど
に
位
置

し
沖
村
の
北
に
あ
り
ま
す
䣎
山
の
形
は
乳
房
に
似
て

い
る
の
で
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
䣎
沖
村
へ
向
か
う

船
は
䣍
こ
こ
を
目
指
し
て
航
海
し
ま
す
䣎
樹
木
は
す

こ
ぶ
る
多
く
䣍
南
の
海
に
あ
る
島
々
を
望
む
と
絶
景

で
す
䣎 

釼
先
山
は
乳
房
山
の
南
に
位
置
し
沖
村
に
近
い
山

で
す
䣎
乳
房
山
に
次
い
で
高
い
山
で
す
が
䣍
登
山
は

困
難
で
す
䣎
半
面
に
は
僅
か
に
樹
木
が
生
育
し
䣍
乳

房
山
か
ら
眺
め
る
と
釼
先
に
似
て
い
ま
す
䣎 

南
崎
は
母
島
の
南
端
で
す
䣎
東
側
に
南
浦
䣍
前
方

に
小
島
が
点
在
し
潮
流
が
と
て
も
速
い
で
す
䣎
北
東

の
方
角
に
あ
り
䣍
形
が
富
士
山
に
酷
似
し
て
い
る
た

め
名
が
つ
い
た
小
富
士
が
あ
り
ま
す
䣎
連
な
る
山
に

は
樹
木
が
鬱
蒼
と
茂
り
䣍
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
多
く
䣍

ア
ホ
ウ
ド
リ
も
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
䣎 

※
䣓
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
䣔
に
記
載
さ
れ
て
い
る

内
容
に
つ
き
ま
し
て
諸
説
あ
り
ま
す
の
で
䣍

ご
留
意
く
だ
さ
い
䣎 

 

・
・
・
次
回
引
き
続
き
母
島
の
昔
に
つ
づ
く 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 
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マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
八
十
二
貝
䣓
ア
ジ
ア
ベ
䣹
コ
ウ
の
正
体
䣔 

  

母
島
評
議
平
に
は
数
年
前
か
ら
䣍
ア
ジ
ア
ベ
䣹
コ

ウ
と
い
う
奇
妙
な
外
来
カ
タ
ツ
ム
リ
が
住
み
着
い
て

い
る
こ
と
は
䣍
す
で
に
こ
の
シ
リ
䤀
ズ
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
䣎
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
に
か
け
て
䣍
同
属

の
多
種
が
広
く
分
布
し
䣍
互
い
に
見
か
け
も
よ
く
似

て
い
る
の
で
䣍
い
䣬
た
い
ど
の
種
に
該
当
す
る
の
か

不
明
だ
䣬
た
䣎 

こ
の
仲
間
で
最
も
厄
介
な
の
は
䣍
イ
ン
デ
䣵
カ
と

い
う
種
だ
䣎
イ
ン
ド
と
バ
ン
グ
ラ
デ
䣵
シ
䣻
に
分
布

し
䣍
野
菜
か
ら
果
樹
䣍
観
葉
植
物
ま
で
幅
広
く
食
害

す
る
農
業
害
虫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
䣎
特
に
豆
類

に
与
え
る
被
害
が
大
き
い
䣎 

二
年
前
䣍
米
国
フ
ロ
リ
ダ
に
䣍
イ
ン
ド
か
ら
輸
入

さ
れ
た
観
葉
植
物
に
ま
ぎ
れ
て
こ
の
イ
ン
デ
䣵
カ
が

侵
入
䣍
大
騒
ぎ
に
な
䣬
た
䣎
州
農
務
省
は
農
園
に
発

生
し
た
六
千
匹
を
駆
除
し
た
が
䣍
現
在
も
薬
剤
と
ベ

イ
ト
剤
を
使
䣬
た
駆
除
を
続
け
て
い
る
䣎 

母
島
の
も
の
は
見
か
け
が
イ
ン
デ
䣵
カ
に
似
て
い

る
の
で
以
前
か
ら
気
に
な
䣬
て
い
た
䣎
し
か
し
イ
ン

ド
か
ら
日
本
䣍
さ
ら
に
は
母
島
ま
で
農
産
物
が
来
る

こ
と
は
め
䣬
た
に
な
い
の
で
䣍
イ
ン
デ
䣵
カ
の
可
能

性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
た
䣎 

と
こ
ろ
が
ア
ジ
ア
各
地
の
デ
䤀
タ
が
そ
ろ
い
䣍
イ

ン
デ
䣵
カ
の
試
料
も
入
手
し
た
の
で
䣍
形
態
の
比
較

と
遺
伝
子
解
析
で
同
定
し
た
と
こ
ろ
䣍
母
島
の
ア
ジ

ア
ベ
䣹
コ
ウ
は
イ
ン
デ
䣵
カ
で
あ
䣬
た
䣎 

沖
縄
に
も
定
着
し
て
い
て
䣍
母
島
に
は
沖
縄
経
由

で
来
た
よ
う
だ
䣎
今
後
数
が
増
え
る
と
農
業
被
害
が

予
想
さ
れ
る
䣎
米
国
の
対
応
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ

う
に
䣍
早
急
に
䣍
薬
剤
䣍
ベ
イ
ト
䣍
手
作
業
に
よ
る

根
絶
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
䣎
イ
ン
ド
の
事
例
か
ら

見
て
䣍
島
中
に
広
が
る
と
䣍
希
少
植
物
を
食
害
し
䣍

生
態
系
に
も
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
高
い
䣎
今
手
を

打
て
ば
間
に
合
う
と
思
う
が
䣍
こ
の
機
を
逃
す
と
大

き
な
後
悔
が
残
る
だ
ろ
う
䣎 

                  

䣗
文
䣘
東
北
大
学 

千
葉
聡 

䣗
イ
ラ
ス
ト
䣘
小
野
恵 
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― 村民課福祉係 Ü 

Ü 第２６5 号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：母島の船待ちにいったついでに脇浜まで歩いてみたよ。いい気分転換になったな～。 

保健師：運動は身体だけでなく精神面にも良い影響がありますよ。船待ちから脇浜まで片道 5 分

だから往復で 10 分歩いたことになりますね。これで 1000 歩は達成ですよ。 

クジラ：意外と簡単なんだね！これなら僕でも続けられそうだ！ 

 

 住民健診の結果はいかがでしたか？前回よりも良くなった方も悪くなった方もいるかと思います。健康づくり

には日々の定期的な運動が不可欠です。運動をすることの大切さとその効果を知れば、体を動かすことがもっと

楽しくなります。一緒に運動について考えてみませんか？ 

 食べる量は変わらず、運動を行わないと摂取エネルギー

が消費エネルギーを上回り、使われなかったエネルギーは

脂肪としてからだに蓄えられ肥満となります。肥満は糖尿

病、高血圧、脂質異常症といった生活習慣病になるリスク

が高くなります。 

 体調を崩し 1 週間ほど寝込んでいた後は、普段のように

動けない、筋力などが衰えていると感じたことがあると思

います。人間は持っている機能を使わないと驚くようなス

ピードでその機能は低下していきます。しかし、筋肉はい

くつになってもトレーニングで増やすことができます。 

 

 

 今より 1000 歩多く歩くようにしましょう！ 

 普段１日に 2000 歩しか歩いていない人に対して「1

日 1 万歩、歩きましょう！」と目標を掲げても、達成す

るのは難しいでしょう。そこで日常生活の中で「今より

10 分多くからだを動かす」を目標にしてみましょう。

10 分多く動くということは歩数にすると約 1000 歩

多く歩くということになります。 

歩くときは“軽く息が弾む程度”歩きながら会話がで

きるくらいの早歩きを意識してみましょう。ただし、普

段ほとんど歩かない人なら、ダラダラ歩きでも効果はあ

ります。 

気分転換や 

  ストレスの解消 

体重や体脂肪率 

腹囲の減少 

脳の血流を良くして 

認知症を予防 

筋肉と骨を刺激し 

骨粗しょう症を予防 

睡眠障害を改善 

生活リズムが整う 

筋力や柔軟性が増し 

ケガや転倒を予防 

全身の血液循環が 

促進され、心肺機能が向上 

血圧や血糖値を下げ 

脂質異常も改善 



芝税務署・東京税理士会による出張申告相談(父島) 行政相談所の開設
テレビ放送の一時中断日(～2日) 人・農地プランに関する話し合い

芝税務署・東京税理士会による出張申告相談(母島)(～4日) 入港日
令和３年度第２回小笠原諸島世界自然遺産地域連絡会議 村議会予算特別委員会(～18日)

入港日 小笠原中学校卒業式

定期予防接種(父島・母島) 村議会本会議(３日目)
小笠原村健康増進計画（素案）のパブリックコメント意見提出期限

母島巡回ペット診療・相談予約申込期限

小笠原村診療所の歯科休診

出港日

母島小中学校卒業式

出港日 ＯＷＡホエールウォッチングインタープリター新規認定講習会

令和３年度ウミガメ報告会開催

入港日

殺鼠剤空中散布住民説明会(兄島) 小笠原小学校卒業式

粗大ごみ収集（母島）

入港日 母島巡回ペット診療・相談(～26日)

村議会本会議(１日目) 電話による無料法律相談
乳幼児健診・歯科健診（父島）

村議会委員会(総務、硫黄島、航空路) 出港日

村議会本会議(2日目)

小笠原村職員募集(保健師)(任期付)申込期限

ＯＷＡホエールウォッチングインタープリター新規認定講習会申込期限

小笠原中学校 音楽発表会 原付免許実技講習

出港日 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込期限（父島・母島）

小笠原村職員採用試験日(一般事務)

小笠原村診療所の歯科休診(～23日) 入港日

母島巡回労働相談

乳幼児計測会（母島）

村都民税の申告期限

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

1 火 16 水

2 水 17 木

3 木 18 金

4 金 19 土

5 土 20

6 日

7

日

21 月

火

月 22 火

9

8 23 水

木

水 24 木

11

10 25 金

土

金 26 土

13

12 27 日

14 月

日 28 月

15 火 30 水

国有林の事業取組報告と特別講演会の開催について
（完全オンライン開催）

31 木

29 火

春分の日


